Analysis of changing career consciousness in women\u27s studies class by 藤原 直子

























































2. ワー ク l これまでの自分をふりかえる
3目ワー ク 2 いまの自分を知ろう
4 女性の取り巻く社会状況の変化(データから読み解く)
5 女性の取り巻く社会状況の変化(データから読み解く)
6 ワー ク 3 女性が働く環境の変化・均等法世代の女性たち
































































第1回 106名 124名 69名
第2回 104名 103名 70名












































0.95ポイントと上げ幅が一番大きい。 2012年度の受講前後の変化は， 1自己完遂志向J0.83， 
「関係性確立志向J0.51， 1自己発展志向J0.36，と上がっている。しかし， 1仕事充実志向」

















第l回 第2回 第l回 第2回 第l回 第2回
l 4.24 4.28 4.31 4.29 4.20 4.3 
3 3.89 4.16 3.91 4.17 3.9 3.93 
20.38 20.39 19.84 
4 3.67 19.43 3.93 
(0.95) 
3.69 19.56 3.93 3.84 19.69 3.7 




14 3.85 4.凶 3.8 4.05 3.86 3.94 
2 3.95 4.01 3.93 4.02 4.ω 3.94 
事充実青
5 3.35 3.29 3.44 3.30 3.44 3.26 
18.08 18.08 17.66 
13 3.69 17.部 3.80 
(0.22) 3.84 18.35 3.80 (ー0.27)
3.61 18.22 3.67 
( -0.56) 
16 3.65 3.60 3.68 3.57 3.67 3.56 
17 3.2 3.38 3.46 3.39 3.41 3.23 
6 3.87 3.91 3.84 3.89 3.80 3.90 






8 4.18 19.02 4.20 
(0.3) 
4.15 18.94 4.19 
(0.36) 
4.03 18.61 4.19 
(0.3) 
10 3.79 3.73 3.73 3.73 3.75 3.61 
12 3.5 3.76 3.日 3.75 3.48 3.57 
1 3.82 3.78 3.76 3.78 3.64 3.67 






18 4.14 20.63 4.23 
(0.25) 
4.12 20.39 4.22 
(0.51) 
4.04 20.09 4.16 
(0.43) 
志向
19 4.23 4.31 4.19 4.32 4.凹 4.30 




































l 自分の人生に誇りと自信がもてる生き方をする。 I ② 4.24 ② 4.28 0.04 
3 可能性を求めていろいろトライしてみる 3 3.89 4.16 0.27 
4 自分の持ち味を探し，個性的な生き方をする 4 3.67 3.93 0.26 
9 いろいろな人の，多彩な生き様について学ぶ 9 3.78 3.94 0.16 
14 成り行きに流されないよう信念をもって生きる 14 3.部 4.06 0.37 
2 生涯を通してやっていきたい，自分のライフワークをもっ 2 3.95 4.01 0.06 
5 責任ある仕事やポストに任されるようにする 5 .3.3 03.29 -0.06 
13 仕事の中に，自分の潜在可能性をフルに発揮する 13 3.69 3.80 0.11 
16 挑戦しがいのある仕事を探し求める 16 3.65 3.60 -0.05 
17 不断に職業的能力の開発につとめる 17 03.22 .3.38 0.12 
6 幅広い興味と関心をもって，知識の習得につとめる 6 3.87 3.91 0.04 
7 変化する客観的状況を，自分の生き方・働き方の中に取り込む 7 3.63 3.75 0.12 
8 人間としての個人的成長もこころがける 8 4.18 4.20 0.02 
10 当面のことにとらわれず，将来を見据えて生きる 10 3.79 3.73 0.06 
12 自分がやりたいことに，時間と金を重点的に配分する 12 3.55 3.76 0.21 
11 自分のピジョン，使命感と役割意識をもって生きる 11 3.82 3.78 0.04 
15 社会生活において，公共心や社会的マナーを守る 15 ① 4.27 ② 4.28 0.01 
18 職場において良好な人間関係を築くようにつとめる 18 4.14 4.23 0.09 
19 友人や知人と親しく交際し，交流する 19 4.23 ① 4.31 0.08 
20 周囲の人び、との発言内容や気持ちに耳を傾ける 20 4.17 ② 4.28 0.11 









第2回調査では， Q19 (4.31) Q 1 (4.28) Q15 (4.28)， iQ20.友人や知人と親しく交際し，
交流するJ(4.28)の得点が高く， Q 5 (3.29) Q17 (3.38)の得点が低かった。伸び率の高い
項目は， iQ3.可能性を求めていろいろトライしてみるJ(0.27)， iQ4.自分の持ち味を探し，







l 自分の人生に誇りと自信がもてる生き方をする。 l ① 4.31 ② 4.29 -0.02 
3 可能性を求めていろいろトライしてみる 3 3.91 4.17 0.25 
4 自分の持ち味を探し，個性的な生き方をする 4 3.69 3.93 0.24 
9 いろいろな人の，多彩な生き様について学ぶ 9 3.77 3.95 0.19 
14 成り行きに流されないよう信念をもって生きる 14 3.88 4.05 0.17 
2 生涯を通してやっていきたい，自分のライフワークをもっ 2 3.93 4.02 O.ω 
5 責任ある仕事やポストに任されるようにする 5 .3.44 .3.30 -0.14 
13 仕事の中に，自分の潜在可能性をフルに発揮する 13 3.84 3.80 -0.04 
16 挑戦しがいのある仕事を探し求める 16 3.68 3.57 -0.10 
17 不断に職業的能力の開発につとめる 17 .， 3.46 .， 3.39 -0.07 
6 幅広い興味と関心をもって，知識の習得につとめる 6 3.84 3.89 0.05 
7 変化する客観的状況を，自分の生き方・働き方の中に取り込む 7 3.伺 3.74 0.06 
8 人間としての個人的成長もこころがける 8 4.15 4.19 0.05 
10 当面のことにとらわれず，将来を見据えて生きる 10 3.73 3.73 O.∞ 
12 自分がやりたいことに，時間と金を重点的に配分する 12 3.56 3.75 0.19 
11 自分のピジョン，使命感と役割意識をもって生きる 11 3.76 3.78 0.02 
15 社会生活において，公共心や社会的マナーを守る 15 ② 4.20 ② 4.29 0.10 
18 職場において良好な人間関係を築くようにつとめる 18 4.12 4.22 0.10 
19 友人や知人と親しく交際し，交流する 19 ③ 4.19 ① 4.32 0.13 
20 周囲の人びとの発言内容や気持ちに耳を傾ける 20 4.13 ② 4.29 0.16 







と続く。低い得点の項目は.IQ5.責任ある仕事やポストに任されるようにするJ(3.44). I Q17. 
不断に職業的能力の開発につとめるJ(3.46)であったが.2011年度よりも高くはなっている。
第2回調査では. Q19 (4.32) Q 1 (4.29) Q15 (4.29). IQ20.友人や知人と親しく交際し，
交流するJ(4.29)の得点が高く. Q 5 (3.30) Q17 (3.39)の得点が低かった。伸ぴ率の高い
項目は. IQ3.可能性を求めていろいろトライしてみるJ(0.25). IQ4.自分の持ち味を探し
個性的な生き方をするJ(0.24)であった。第2回調査時に低下した項目は Q5 (-0.14) Q17 
( -0.07) IQ16.挑戦しがいのある仕事を探し求めるJ(-0.10). IQ13.仕事の中に，自分の潜





1 自分の人生に誇りと自信がもてる生き方をする。 l ② 4.20 ① 4.33 0.13 
3 可能性を求めていろいろトライしてみる 3 3.99 3.93 -0.06 
4 自分の持ち味を探し，個性的な生き方をする 4 3.84 3.77 -0.07 
9 いろいろな人の，多彩な生き様について学ぶ 9 3.81 3.87 0.06 
14 成り行きに流されないよう信念をもって生きる 14 3.86 3.94 0.09 
2 生涯を通してやっていきたい，自分のライフワークをもっ 2 4.ω 3.94 -0.14 
5 責任ある仕事やポストに任されるようにする 5 83且 .， 3.26 -0.18 
13 仕事の中に，自分の潜在可能性をフルに発揮する 13 3.61 3.67 O.随
16 挑戦しがいのある仕事を探し求める 16 3.67 3.日 -0.11 
17 不断に職業的能力の開発につとめる 17 03.41 03.23 -0.18 
6 幅広い興味と関心をもって，知識の習得につとめる 6 3.80 3.90 0.10 
7 変化する客観的状況を，自分の生き方・働き方の中に取り込む 7 3.55 3.67 0.12 
8 人間としての個人的成長もこころがける 8 4.03 4.19 0.16 
10 当面のことにとらわれず，将来を見据えて生きる 10 3.75 3.61 -0.14 
12 自分がやりたいことに，時間と金を重点的に配分する 12 3.48 3.57 0.09 
11 自分のピジョン，使命感と役割意識をもって生きる 11 3.64 3.67 0.03 
15 社会生活において，公共心や社会的マナーを守る 15 ① 4.23 ③ 4.26 0.03 
18 職場において良好な人間関係を築くようにつとめる 18 4.04 4.16 0.12 
19 友人や知人と親しく交際し，交流する 19 ③ 4.ω ② 4.30 0.21 
20 周囲の人びとの発言内容や気持ちに耳を傾ける 20 ③ 4.09 4.13 0.04 
言十 76.62 76.96 0.34 
2013年度の総得点の平均は第l回調査では76.62ポイント，第2回調査では76.96ポイント，
伸ぴ率は0.34ポイントと過去2年に比べ低下している。項目別の平均点を見れば，第1回調査








第2回調査では， Q 1 (4.33) Q19 (4.30) Q15 (4.26)の得点が高く， Q17 (3.23) Q 5 (3.26) 
の得点が低かった。 2回調査の変化としては， Q19 (0.21)が最も高く， IQ8.人間としての個
人的成長もこころがけるJ(0.16) と続くが，過去2年に比べると伸び、率も低い。第2回調査
時に低下した項目は Q5(一0.18)Q17 (一0.18)Q 2 (-0.14) IQlO当面のことにとらわれず，
将来を見据えて生きるJ(-0.14) IQ16.挑戦レがいのある仕事を探し求めるJ(-0.11)， IQ4. 
自分の持ち味を探し個性的な生き方をするJ(-0.07) IQ2.生涯を通してやっていきたい，自
分のライフワークをもっ」の 7項目であった。 Q2，3， 4に関しては， 2回の調査時に少し
低下しているものの得点としては高い。しかしながら， 2013年度に関しでも過去2年間同様に，




3 3.91 4.17 0.27 3.91 4.17 0.25 3.99 
4 3.69 3.93 0.26 3.69 3.93 0.24 3.84 
9 3.77 3.95 0.16 3.77 3.95 0.19 3.81 
14 3.88 4.05 0.21 3.槌 4.05 0.17 3.86 
2 3.93 
5 o 3.44 @ 
13 3.84 3.84 
16 3.68 
17 .. 3.46 @ 
6 3.84 3.89 0.04 3.84 3.89 0.05 3.80 
7 3.68 3.74 0.12 3.68 3.74 0.06 3.55 
8 4.15 4.19 0.02 4.15 4.19 0.05 4.03 
10 3.73 3.73 3.73 3.73 0.00 3.75 
12 3.56 3.75 3.56 3.75 0.19 3.48 
11 3.76 3.78 3.76 3.78 0.02 3.64 3.67 0.03 
15 ② 4.20 ② 4.29 ② 4.20 ② 4.29 0.10 ① 4.23 ③ 4.26 0.03 
18 4.12 4.22 4.12 4.22 0.10 4.04 4.16 0.12 




































































2 梅津正『大学におけるキャリア教育のこれから』学文社， 2∞7年， pp.74-78 
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